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2020 年度第 1 回検討委員会での主な意見及び対応について 

 

「（仮称）町田市里山環境活用保全計画」の策定に向けた基本的な考え方について 

主な意見 対応 

里山の保全も行き詰っており、活動費として里山環

境を活用して稼ぐが大切である。町田市は、稼ぐこ

とについて認めてほしい。 

今後は、里山環境を活用し、そこで得た収

益を環境の保全につなげていくことを考え

ています。そのため、里山環境を活用して

収入を得ていただいても構わないと考えて

います。 

市有地における里山環境の活用したイベン

ト等の事業を実施する場合は、事業計画に

ついて予め市と協議をいただきますようお

願いします。 

コロナ渦で一番感じたことは、生協等の野菜の定期

購買のありがたさである。小山田・小野路地域は野

菜の生産地でもあるため、この制度を活用するとよ

い。 

町田市では、地産地消の推進を目的として、

ＪＡ町田市及びクックパッド株式会社と連

携し、市内に「生鮮宅配ボックス」の設置

を開始しました。今後は、市内に順次設置

していく予定です。 

小野路地域では、小野路宿通り付近はきれいである

が、小野路の北部では不法投棄が多い。 

取り残された地域も検討してほしい。 

地域を活性化し、人の目が入ることが、不

法投棄の抑止につながると考えています。 

地域の活性化については、「（仮称）町田市

里山環境保全計画」を策定する中で地域の

皆さまと検討していきたいと考えておりま

す。 

コロナ渦においても、地域で集まり意見交換を行う

ことが大切である。 

地域の活性化を図るにあたり、意見交換は

大切であると考えています。なお、意見交

換にあたっては、マスクの着用や換気等の

対策の上で、実施していただきたいと考え

ております。 

地元の意見を聞く機会がない。町内会の会合にも市

は出席しない。市は地元に来て説明する機会をつく

ってほしい。 

地域の街づくり協議会とは意見交換をさせ

ていただいております。町内会の会合につ

いても、ご要望があれば、いつでも出席さ

せていただきたいと考えております。 

小山田には里山はない。昔の里山はどこにもない。

抜本的な考え方が必要。 

「（仮称）町田市里山環境活用保全計画」を

策定する中で、里山の在り方について、委

員の皆さまや地域の皆さまと検討していき

たいと考えております。 

資料１ 
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主な意見 対応 

今まで試行錯誤してきたことや、成功してきたもの

等を振り返り、総括する作業が必要。これは、新し

い計画をつくる際に行うことが必要である。 

資料２で、アクションプランの総括をさせ

ていただきました。この総括を踏まえた上

で、「（仮称）町田市里山環境活用保全計画」

を策定していきたいと考えております。 

 

 

里山環境の保全・活用に関する意識調査について 

主な意見 対応 

アンケートで回答したものと、この検討委員会で意

見が違っていた場合はどのようにするのか。どうい

う趣旨で行い、どう扱うのか。方向性を決めたほう

がよい。 

アンケート調査の結果は、計画策定の参考

資料として活用します。アンケート調査の

結果を基に、委員会において検討していた

だき、計画を策定していきたいと考えてお

ります。 

町田市は勝手に事業を進めてはいけない。地域の声

は大切である。 

事業を進める際は、今後も地域の方と意見
交換を行いながら、進めていきたいと考え
ております。 

 


